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札幌観劇記（独断と偏愛の「２０１
4アワード」 ）
加藤浩嗣（北海道新聞記者）
劇
　
評
私事だが、ヘルペス脳炎という奇病で二〇一四年一〇
月末から一二月末まで、丸二カ月間入院した。お付き合いのある方たちには本当にご迷惑をおかけしたと恐縮している。すみません。
心を新たに二〇一五年を健康第一で観劇生活を続け
たいと思ってい 。〝独断と偏愛に満ちた〟 「２０１４アワード」を発表する。観劇数は八〇本（同一作品の複数回観劇を含む） 。本
数がもともと少なく推移していた上に、一一、 一二月は入院していたため一本も見られず、二〇一三年より四九本減った。一〇〇本を割ったのは二一世紀になって初めてだ。観劇日の順に挙げていく。◇シアターホリック「奨励賞」
▽intro「言祝ぎ（ことほぎ） 」
（作・演出イト
ウワカナ、観劇日一月一九日（日） 、札幌・コンカリーニョ） 。新しい年を祝い くても祝えなか 〝三姉妹〟の再生の物語。設定は奇抜とも言え が、力まな 自然
体の演出と語り口で、物語がすーっと自然に身の内に入ってきた。人の再生はほんの小さなきっかけでよいのだなと思える、すてきないじらしいラスト。こういう小さいけれども切実な応援歌が病み上がりの僕にはいたく染みる。
　　　
▽札幌座「ダニーと紺碧の海」 （脚本ジョン・パトリッ
ク・シャンリィ、翻訳鈴木小百合、演出橋口幸絵、一月二六日（日）＝Ｂチーム＝彦素由幸、榮田佳子、二月二日（日）＝Ａチーム＝谷口健太郎、山本菜穂 札幌・シアターＺＯＯ） 。見終えて約一年後の感想を本当に短くまとめると、Ｂ 要を得てコンパクト Ａ＝ダイナミック、そうしたところになる。もちろん両チームともそれぞれに魅力的だった。たった一晩の永遠。僕にも訪れてほしいと思うことしきり。
▽劇団アトリエ「ピータァ・フック」
（作・演出小佐
部明広、三月二日（日） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。劇団自身をモデルに た われ 演劇カンパニーを舞台に、劇中劇、劇中劇団を巧みに描い メタシアター（メ
シアターホリック　サイト
http://theater-holic.seesaa.net
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タシアターとは僕なりの解釈では 「演劇についての演劇」「演劇について考えさせる演劇」 ） 。ある道内カンパニーが二〇一四年三月、三年後に再び札幌にやってきて、三年前と同じ作品を上演する。演劇をやり始めた頃のあの根拠のない自信はどこにいったのか。三年後、団員の多くは座付き作家の つまらないと感じるようになっている。彼らは ったい うして演劇をやり続けているのか。演劇とはいったいなにが面白いのか、演劇にかかわることはどれだけ大変なのか、演劇をやっている人々はなにを考えている か。この公演を最後に、彼らはそれぞれの道を歩み出す。演劇をやる現代の若者 ち 大人になりきれない人々をドキュメンタリー調 描く 世阿弥が残した能楽用語「離見の見（りけんのけん） 」が効いていた。いまや演劇、アートの領域を超えて、人生を生きる場面につ ても応用されている言葉だと思うが、そうした、舞台で演ずる（人生を生 る）自分たちを、自分たちから離れた所から客観視 目が生きてた。そうした冷静な目で、決して声高にではなく自分ち演劇人のそれぞれの過去と現在、未来 つまりは歩みを描くことで、この作品は演劇カンパニーをも超えて、何かに打ち込む 人 を懸ける、どう ようもなくそうしてしまう人たち 在りようを描いた作品とし 普遍性を獲得したのではないか。
▽柴田智之一人芝居「寿」
（作・演出・出演柴田智之、
音楽烏一匹（sax） 、トーコ（dr key）＝ともにムシニカマル） 、五月六日（火） 、札幌・レッドベリー
スタジオ） 。柴田が福祉施設（老人ホーム）で働いた経験を基に創作した芝居（四〇分）＋舞踏（三〇分） 。精神はどこまでも果てなく自由だ。柴田の入魂、鎮魂―。それがあく 押しつけがましくなく、全体的にユーモアをたたえて表現されたことに深く胸を打たれた。
▽札幌表現舎プロデュース「名医先生」
（作ニール・
サイモン＝一九七三年、演出Mr.Oyaji＝山野久治？、六月 四日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ 。出演者が良い意味で渋く確かな芸達者ぞろいで、上質 演劇だった。ロシアを舞台に、役者五人（山野久治 松橋勝巳、小林エレキ＝ｙｈｓ、小出あつき、屋木志都子）が何役もこなす短編七話のオムニバス形式の芝居。二〇一四年に還暦を迎えた山野 節目を飾る舞台として企画されたらしい。ニール・サイモンらしいペーソスとユーモアに満ちた、人生の機微を感じさせる佳品 仕上がっていた。役者渾身の全力投球という芝居ももちろん見応えがあるが、出演者それぞれのこれまで生きてきた人生をも映し出すような、全力投球というよりは緩急交えた、 滋味 ふれるこうした舞台も ても良いものだ。
▽実験演劇集団「風蝕異人街」の「ＴＨＥＢＥＥ」
（原作筒井康隆「毟りあい」 、共同脚本野田秀樹、コリン・ティーバン＝ロンドンバージョン二〇〇六年初演、日本バージョン〇七年初演、演出こ ばきこ 、 月二八日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。ロンドンバージョンによる作劇。まさに暴力の連鎖、エスカレート 最後に
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は、うまい言葉が見つからないのだが、 「自業自得」 。まるっきり「核の抑止力」という言葉でもって地球を何度も破滅させられるまでに至った冷戦下 大国を見ているようだ。良く言えば「異化効果」 、換言すればどこかではったりを効かすことが多いこしばだが、本作では野田のオリジナルに忠実に表現したように思う。僕としては、ラストに映像と音で現れ、何かを象徴する「THEBEE（蜂） 」を、こしばな ではの解釈で、劇中もう少し多用しても良かったよう 思う。力作だ
▽弦巻楽団「アンダー・ザ・レインボウ」
（作・演出
弦巻啓太、七月六日（日） 札幌・シアターＺＯＯ） 。チラシには「 （結団以来の）第二〇回記念公演は 原点立ち返るスリラー・コメディ」とあ が 僕に サイコ・サスペンス・スリラー」に思えた まあ、どちらの言い方にしてもよくできていた。見ているうちに、肌がぞわぞわ毛羽立つ。九五分間、過不足がないし、行きつ戻りつ、あるいは一気の矢印的転換 自在 よく目配りが利いて て、見応えがあった。
▽星くずロンリネス「キンチョー ム―
I
　
WannaBeYourBoyfriend
―」
（作・演出上田龍成、教文短編演劇祭2014・予選八月一六日（土） 、決勝八月一七日（日） 、札幌市教育文化会館） 。後輩の女の子への愛の告白を計画した男が、緊張を解く薬「キンチョーム」を飲んだため、 副作用 「さ
行」が話せなくなるというコメディー。 「星くず」らしくスライド文字も巧みに使った劇作。二〇分を過不足なく使った手際に拍手。
▽Theater・ラグ・203「さよならと言う
前に
　
To
　
say
　
Good
　
bye
　
is
　
to
leadtoHeavenalittle」
（作・演出村松幹男、九月七日（日） 、札幌・ラグリグラ劇場） 。荒廃した近未来のうらぶれた女郎屋。 「不思議なもんだよな アレが起きて世の中はこん 風になっちまった…」 。 「延びろ
　
延びろ
　
天まで
　
延びろ
　『私は
死ぬんだね？』そうすりゃいつかは天国へ 。人を動物を、街をも消し去る「アレ」の正体は不明なまま、物語は進行する。女郎のレイ（萬年わこ）を駆け落ちに誘う女衒（村松幹男） 。そうした中、この女郎屋も「アレ」の渦中に…。 「アレ」を、 三・一一」後に代表される、混迷の奈落へと落ち込み行くような今日的状況と捉えることもできよう。芝居は一見、救いようのない絶望だ。これこそ村松のニヒリズムの極点とも言おう 。けれども滅び行く たちの向こう側に、ニヒリズム 深い霧の彼方に、かすかに希望の灯はと ってい でもあった。
▽劇団パーソンズ「深爪に愛。 」
（作・演出畠山由貴、
九月二〇日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。よくぞここまで徹底した、というほどの救いのなさがむしろ見事
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だった。終演後、しばし客席に腰を置いたまま、絶望的な気分に襲われた。芝居全体が「生」と「死」を象徴する劇作。であればこそ 芝居の最初と最後の大音響の音楽やレーザー光線みたいなものは、 僕には場違いに思え、なくもが と感じた。
▽古典劇上演集団「テアトロ・マアルイ」
（母体は
実験演劇集団「風蝕異人街）の「
声～La
Voix
humaine～」
（作ジャン・コクトー＝一九三〇年
初演、演出こしばきこう、九月二八日（日） 、アトリエ阿呆船） 。 上演時間六三分 いう短時間に凝縮された 「彼」との熱愛、そして「彼」に新た 恋人ができ がゆえ別れ。劇的などんでん返しがあ わけではないが、かつて幸せの絶頂にあった、そして今 絶望の淵に立たされた女（堀紀代美）の狂おしいまでの嫉妬 執念、悔恨、悲哀、諦観が如実に浮き彫りにされ、心をいたく打っ 。◇道外カンパニー 道内公演賞
▽笑の内閣（京都） 「ツレがウヨになりまして。
」 （作・
演出高間響＝北海道出身＝二〇一二年初演、二月一五日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。愛国心を問う思想系ラブストーリー。
高間さんは韓国公演をしたいと願っていた 、どう
なるだろうか。
▽劇団東京乾電池「そして誰もいなくなった～ゴドー
を待つ十人のインディアン～」
（作別役実＝東京・下北
沢の本多劇場の杮落としとして一九八二年初演、演出柄本明、三月二二日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。本作の題名には「アガサ・クリスティのサミュエル・ベケット的展開による悲 的・喜劇的・不条理劇的推理劇、モンティー・パイソン風ドンデン返し付き」という文言も付くようだ。論理的でありながら、その論理がどこか不思議でおかしい〝別役節〟の真骨頂。そ て予告通りの大どんでん返し。僕もあっと驚いた。
▽Theatre
　
Company
　
Ort
ｰ
d．
d（東京） 「想稿・銀河鉄道の夜」
（原作宮沢賢治、脚本
北村想＝一九八六年、演出倉迫康史 四 〇 日札幌・シアターＺＯＯ） 。一三年三月の 島由紀夫「わが友ヒットラー」もそうだったが、倉迫の緻密な演出には独特の手触り、肌触りがある それはまさに小宇宙と言うに相応しい。観客動員何千人とい 世界ではないかもしれないけれど、それは好きにな 、 っくりくようになった人間にはどこまでも引き込まれる秘密 宝箱のようだ。
▽projectDREAMER2014 （東京） 「ス
リーカードモンテ」
（脚本・演出西永貴文＝空飛ぶ猫☆
魂（東京） 、五月三日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。三つの話が絶妙につながる、あえていえばサイコ・サスペンス・ホラー。人は死ぬ、あまたに。でも笑えもする、時に。実に抑制の効いた演出で じわりじわりとくる、胸に。全然知らないユニットだったけれども、今後の活
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「大まじめな娯楽劇」 。細部が丁寧で一つ一つにこだわりがある、 見る者をしゃきっとさせて年明けにふさわしい、きりっとした味わい深い出来栄え。ラスト、すぐに仕返しをする、人を殺すということをもとから嫌う、珍しい侍が我慢に我慢を重ねた末にとうとう剣を抜く場面の劇場いっぱいの花の舞い。 見事な演劇的仕掛けを堪能した。満を持してマイベストとする。にしても、この芝居の年に高倉健さんと菅原文太さんが亡く るとはなあ 合掌。
▽座・れら「鈍獣」
（作宮藤官九郎＝二〇〇四年初演、
〇五年に第四九回岸田國士戯曲賞受賞、演出戸塚直人七月二六日（土） 、札幌・サンピアザ劇場） 。小佐部明広に瞠目した。劇団アトリエ代表として劇作・演出のほかに自作に出演もするが、おそらくは初めてと思われる他カンパニーへの主役的出演ながら物語を引っ張った。◇シアターホリック「殿堂入り」
（再演作品対象）
▽座・れら「不知火の燃ゆ」
（作鷲頭環、演出戸塚直
人＝二〇一二年初演、 二月一七日（月） 、 札幌・コンカリーニョ） 。決して告発ではない、人々が日常 生きる時間の中で観客の想像力＝創造力を促す劇作。気高く怒りを持続することの深い意味。 人間と て普通 生きる、 ちっぽけだけれども、ありったけの尊厳 いうこと そうしたことを、この芝居は描ききっている。水俣病の問題は形を変え、残念だが現代も世界中で続いて る。それらがすべて解決される日まで、この芝居は上演され続ける
動に期待したい。ちなみに役者陣はほとんどが札幌の演劇人だった。
▽劇団どくんご（鹿児島） 「ＯＵＦ！」
（脚本根本コー
スケ、構成・演出どいの） 、七月二〇日（日） 、札幌・円山公園自由広場特設〝犬小屋〟テント劇場） 。毎年七～八月に北海道を巡演し、 熱い「夏」をもたらしてくれる、どくんご。今回は「宇宙」をテーマにさわやかな風を吹かせてくれた。 僕の見た日の日替わりゲス は柴田智之。裸一貫、すてきだったな。もともと物語性は薄く、即興を大切にし 「特権的肉体」 （唐十郎）を体現している劇団だが、今回は「脚本」があるせいか、 つもより全体を通しての物語性を感じた。五月うかさん（僕の釧路湖陵高校の同級生） 、ありがとう。
▽ユニットtogetheragain（埼玉）
「父と暮せば」
（作井上ひさし＝一九九四年初演、構成演
出＋ト書き朗読宇都宮裕三 九月六日（土） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。板垣桃子（劇団桟敷童子） 、若林正 大沢事務所）とも最小限の動きで見る側の想像力＝創造力喚起した。ブラボー
!!　
落涙。
◇シアターホリック「マイベスト」
▽劇団怪獣無法地帯 「必剣！花の影」
（作・演出棚田満、
一月一二日（日） 、札幌・シアターＺＯＯ） 。棚田お得意のちょっとおバカな脱力系コメディー時代劇ではない
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二〇一一年に「北海道演劇の宝」賞に選定済み） 。この作品については何度も何度も「出会えたことのありがたみ」を紹介しているので、いまさら特段重ねて書くことが思い浮かばな 。ただ、今回二カ月間入院して、窓の下を札幌市電が通っ 電車 音が間近に聞こ る病室にいて、それまでよりも死を身近に感じるようになったことも影響して るだろうか、 誤解を恐れず 書けば、 「死」はいま「怖い」こと はな 。一週間ほどの仮死状態を経て「怖くなくなった」と言 べきだろうか。少なくともむやみやたらに「死」を怖 ること なくなった、 「ケセラセラ」 （ウィキペディアに と文法的には不正確とされているが、スペイン語で「なるようになる」としての意味が知られている）というか…。自分を含めていま生きている人には「幸多かれ」 、少なく も「災いは少なかれ」と願 、死にゆく人、亡くなってしまっ人には「心安らかに眠 んことを」と、心の奥底から祈っている。祈らずには られな のである。
▽イレブンナインプレゼンツdEBoo（イレブ
ンナイン内にお て、 小島達子がプロデュースする企画）「
12人の怒れる男」
（作レジナルド・ローズ、 訳額田やえ子、
演出納谷真大、 五月一八日（日） 、 札幌・コンカリーニョ 。チラシの役者陣と演出者名を見 期待し た以上の出来栄え、完成度の高さ。小島、納谷、出演者ら 感謝」の一言である。ブラボー
!!　
本作に関わったすべての皆
さんに「感謝」である。
意味、価値があるだろう。
▽イレブン☆ナイン「あっちこっち佐藤さん」
（原
作レイ・クーニー 「RunforYourWife」
、脚色・演出納谷真大＝二〇〇七年初演、八
月三日（日） 、札幌・コンカリーニョ） 。爆笑、爆笑、ほろり、爆笑…傑作だ。世界的な笑劇作家による原作自体が傑作だが、それを現代の札幌らしき場所に設定を換えて巧みに描いた。ありそうもない話のはずが、 「碁盤の目の街」札幌らしき場所、というのが一つのミソではないか。見ているうちに本当のことらしく思えてくるのが不思議だ。虚構の中の真実が立ち上がった。
▽
弦巻楽団「死にたいヤツら」
（作・演出弦巻啓太＝
二〇〇六年初演、八月一五日（金） 、札幌・ターミナルプラザことにパトス） 。〇六年一一月の初演（パトス） 、一一年 月の再演（サンピアザ劇場）でも解けなかった僕の解釈の誤解が解けて ほっと一安心し 三月の、東京での演出家コンクール、朗報を期待しています。◇シアターホリック「北海道演劇の宝」賞
（〇九年
に劇団北芸（釧路） 「この道はいつ 来た道」 ため特設した最高賞） 。
▽札幌座「西線
11条のアリア」 （
作・演出・音楽斎
藤歩＝二〇〇五年東京初演、〇六年札幌初演） 、二月一一日（火） 、二月一五日（土） 、札幌市教育文化会館、
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かった。今回見て感じたのは、
一言で言えば、
「祈り」だ。
な
に
も
で
き
な
い
無
力
な
人
間
た
ち
へ
の「
祈
り
」、
そ
し
て
無
力 人間たちを尻目に、過去から現在、未来へと無慈悲に
連
綿
と
続
い
て
い
く
時
そ
の
も
の
へ
の「
祈
り
」。
ひ
と
た
び
人間として生まれたからには、
産み落とされたからには
どんなに絶望的な状況下にあっても、末代に「つづく、
」
ものとして「時」を生きていかなければいけない。台詞や動きのその先の向こう、その先の奥にあるものが感じられたように思う。暗闇を大切にした劇作、確たるものしては表現され いさまざまな暗示、 ることの「…」
、
数
々
と、
見
る
者
の
思
い
の
入
り
込
む
余
地
が
あ
る。
か
ね
て
の持論、
「演劇の醍醐味は観客の想像力＝創造力にある」
ということを最大限に尊重してくれた南参の劇作 あらためて敬意を払う。
公
演
時
に
も
ブ
ロ
グ「
シ
ア
タ
ー
ホ
リ
ッ
ク
」
に
書
い
た
が、
最
後
に、
ｙ
ｈ
ｓ「
つ
づ
く、
」
を
心
に
刻
む
言
葉
と
し
て、
ま
た
僕
の
四
九
年
間（
一
月
一
二
日
で
五
〇
歳
）
で
一
番
の
激
動
で
も
あ
っ
た
年
を
締
め
く
く
る
言
葉
と
し
て、
村
上
春
樹
の
デ
ビ
ュ
ー
作「
風
の
歌
を
聴
け
」
の
最
初
と
最
後
の
一
文
を
引
く。
希望と絶望、光と闇…。
「つづく、
」 、とても深いとこ
ろでつながっている気がする。
南参、
ｙｈｓのみなさん、
本当にありがとう、
そして、
おつかれさま。「完
璧
な
文
章
な
ど
と
い
っ
た
も
の
は
存
在
し
な
い。
完
璧
な
絶
望が存在しないようにね」「昼の光に、夜の闇の深さがわかるものか」
▽
札
幌
座「
秋
の
ソ
ナ
チ
ネ
」（
作・
演
出・
音
楽
斎
藤
歩
＝
二〇〇八年初演、
八月七日（木）
、八月一〇日（日）
、札幌
・
シアターＺＯＯ、
一一年に
「殿堂入り」
に選定済み）
。この、
晩秋から大晦日にかけての市井の小さな物語を、八月の観劇時 「北海道演劇の宝」賞にすべきかどうか考えていた。結局、背中を押したのは僕自身の年末二カ月の入院である。死亡率三割と言われた病から帰還し、自宅で年を越えられるというこ の感慨である。劇評に感傷を交えないでほしい おっしゃる方もいらっしゃる 違いない。でも、
そうとしかできないのがいまの僕なのだ。
大
晦
日
の
夕
べ、
天
才
と
紙
一
重
か、
人
並
み
外
れ
た
超
人
か
という道化だったはずの一郎（木村洋次）が出前配達先で孤独死して た一人の老婆を偲びながら蕎麦を食いつつ、泣く。人が何かを食べながら一人泣く場面がこ ほど切なく愛おしい作品は思 つかな 。そこに被さって流
れ
る「
秋
の
ソ
ナ
チ
ネ
第
一
番
」（
作
曲
斎
藤、
チ
ェ
ロ
土
田
英順、ピアノ林千賀子）
。胸が熱く揺さぶられる。
「西線
11条のアリア」の項で書いたこととは相反するかもしれ
な
い
が、
「
せ
っ
か
く
拾
っ
た
命
だ
も
の、
大
切
に
し
よ
う
」
と
思うのもまた真実である。
▽
ｙ
ｈ
ｓ「
つ
づ
く、
」（
脚
本・
演
出
南
参
＝
二
〇
一
二
年
初演、八月二四日（日）
、八月三一日（日）
、札幌・コン
カ
リ
ー
ニ
ョ）
。
初
演
は
ｙ
ｈ
ｓ
の
結
成
一
五
周
年
記
念
公
演
と
して上演された。南参の劇作の契機になったのは「東日本
大
震
災
」
で
あ
り「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
」
だ
が、
初演時の僕は体調不良のままで見て、南参が思いの丈を込めたこ 作品の魅力をこれっぽっちも受け取れていな
